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１．はじめに

中華人民共和国雲南省西双版納（シプソンパンナ）

俸（タイ）族自治州では、一部の少数民族が伝統的士

器づくりを伝承している（張1959ほか）。伝統的土器

づくりは、複数の少数民族で確認できるものの、少数

民族単位、あるいは、郷・鎮といった小地域を単位と

して、その技術的内容が異なる（季・朱2005ほか）。

俸勒（タイ・ル）の士器づくりを見ると、景供（ツ

ェンフン）市と釛海（ムンハイ）県では、野焼き方法

が大きく異なる。景洪市では、高密閉型の「雲南型」

の泥窯が採用されるが（張1959ほか）、動海県では、

低密閉型の覆い型野焼きである（徐1983ほか）。「雲

南型」の泥窯は、稲藁を葺き下ろし、泥漿を塗り込め

ることで、覆い天井全体を閉塞する構造である。空気

交換を抑制し、急激な昇降温を回避する技術的な特徴

がある（俸族制陶工芸総合考察小組1977）。

今回、この「雲南型」の泥窯を実見するため、西双

版納俸族自治州における伝統的土器づくりの実態調査

を行った。景洪市及び動海県の４つの村棗において、

粘士紐積上げ成形や叩き成形等の伝統的土器製作技術

を観察することができた。ただし、雨季と重なって、

泥窯を実見できなかったものの、土器づくり職人から

伝統的土器づくりの仔細を聞きだすことで、「雲南型」

とされる泥窯が、俸勅、あるいは、雲南省や西双版納

俸族自治州という単位ではなく、景拱市周辺で発達し

た野焼き方法であることが判明した。

また、土器づくり世帯の生業等の付帯的事項を聴取

することで、中国の現代化と同調しながら、俸渤の生

活様式が変化し、伝統的士器づくりの生産様式や技術

的内容も大きく変容したことを理解することができた。

こうした現象は、中華人民共和国成立以降の国内移

民政策に伴って、漢族が大量移入し（Mal993ほか）、

景拱市では、漢族が人口主体となり、着々と都市計画

が策定されたことによる（震1995ほか）。また、副食
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第１図西双版納俸族自治州の位置（菅野2001）

を中心とする食事様式となることで、中華鍋、電気釜

が一般化し、調理形態も大幅に変更された。伝統的土

器づくりの変容は、俸渤の生活様式が現代化されたこ

とに原因する（長谷川2003）。とくに、食事様式の変

化は、土鍋をはじめとする日常什器の存亡に関わる事

態となっている（周1979ほか）。

本稿では、景洪市及び動海県の４つの村秦における

土器づくり職人に対する取材をもとに、製作技術や生

産様式を整理しながら、伝統的土器づくりの変容をま

とめてみたい。また、現代化をはじめとする中国事情

や社会的脈絡にあわせて、西双版納俸族自治州におけ

る伝統的土器づくりの将来を見据えてみたい。



徳澤啓一・小林正史・長友朋子2２ 

｡`鼠・蝋GJJ】閣

ﾖﾐｴﾗ國紹

第２図景洪市及び釛海県における土器づくり村（中華人民共和国省級行政単位系列図雲南省地図1/1,380,000）

２シプソンパンナ、俸族、そして、俸測

中国では、５５の少数民族が居住し、それぞれが自然

環境に適応しながら、棲み分けにあわせた生産基盤や

生活様式を確立し、独自の伝統文化を展開している。

雲南省は、ベトナム、ラオス、ミャンマーと国境を

接しており、邊彊と定義されている（長谷川2003）。

雲南邊彊では、漢・チベット語族の言語学的系統に

ある鋒（イ）族、白（ぺ）族、嗜尼（ハニ）族、壮（チ

ワン）族、俸族などの25の少数民族が共生している。

このうち、俸族は、宋、元、明において、白衣（パ

イイ）、白夷、情において、擢夷、以来、漢族からは

擢衣と称されてきた（苅岩1999）。言語学上では、カ

ム・タイ語群チワン・タイ語系に属しており、ベトナ

ム、ラオス、タイ、ミャンマー、インドに分布するタ

イ語系諸民族と出自を同じくし、東南アジア北部の多

数派民族として、政治的・経済的・文化的な紐帯を有

してきた。

しかしながら、中華人民共和国成立後、“シプソンパ

ンナ"は、1950年、中国共産党の支配下に入り、１９５３

年、西双版納俸族自治区、1956年、西双版納俸族自治

州と再編され､伝統的政体が解体された(加藤2000)。

また、民族識別工作では、国内のタイ語系諸民族が包

括され、俸族として固定化された。その後、漢族が大

量移入することで、雲南邊彊は、国内植民地化が進行

したものの、俸族は、同化融合せず、その民族性を保

持したまま、俸族と漢族、そして、俸族以外の少数民

族という民族間関係､つまり､複合社会が形成された。

また、国境線で寸断されたタイ語系諸族は、対外開

放政策によって、欄槍江（ランシヤンジヤン）‐メコ

ン川総合開発をはじめとする邊彊開発及び邊彊(国境）

貿易、そして、邊彊観光が展開することで、ラオス・

ミャンマー・タイとの経済的連繋が強化されている。

かつて、「黄金の三角地帯」と称された邊彊地帯は、

「成長の四角形」と躍進を遂げており、タイ語系諸族

の紐帯を新しい形で取り戻しつつある（菅野2001）。

俸族は、地理的分布、歴史的経緯、文化形成におい

て、俸勅、俸那（タイ・ナ）、俸雅（タイ・ヤ）、俸

繍（タイ・ペン）の４支系に分けられ、雲南省では、

徳宏（トホン）俸族景頗（ジンポ）族自治州、西双版

納俸族自治)!|､|、臨潰（リンツァン）地区取馬（コンマ）

榛族但（ワ）族自治県・思茅（スマオ）地区景谷（チ

ンク）俸族葬俗自治県、思茅地区釛連（ムンリエン）

俸族拉姑（ラフ）族但族自治県、新平（シンピン）鋒

族俸族自治県、元江（ユアンジャン）吟尼族葬俸族自

治権、金平（キンピン）苗（ミヤオ）族俸族自治県等

において､各支系が集住している(C･ダニエルズ2001)。
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第１表盆地国家"動，，の橋役・貢納（加藤2000）このうち、西双版納俸族自治州では、俸測の伝統的

政体が形成されていた。今日でも、総人口に占める割

合や地域経済における優位`性を見ても、俸渤が支配的

民族であることに変わりない。俸勧は、１３世紀以降、

それぞれの盆地を単位として、盆地国家の動（ムン）

を形成した。動は、血縁関係を基盤とする村落共同体

の曼（マン）から編成されている。この動が複数連合

することで、国家的統合が成立していた。これが、盆

地国家連合という伝統的政体であり、その一つが"シプ

ソンパンナ"であった。これが、西双版納俸族自治州の

中心的地域の下敷きとなっており、景拱市は、その中

心的釛"ムンツエンフン"であった（加藤2000）。

“シプソンパンナ"では、中国歴代王朝やビルマ（ミ

ャンマー）の政治的・軍事的な影響下にありながら、

また、士司制度や改士帰流という直接的・間接的支配

を受けることもあった。しかしながら、実体として、

盆地国家連合が分裂と再編成を繰り返しながら、１９世

紀中葉まで、中心的動"ムンツェンフン"を盆地国家連

合の盟主とする伝統的政体が存続した。

俵１１ｌｂの伝統的な生業基盤は、水稲耕作であり、景洪

盆地をはじめとする雲貴高原西部の山間盆地を貫流す

る流沙江一欄槍江水系の肥沃な平野部において、主食

である糯米を栽培してきた。水辺に居住する俸族は、

水擢夷（シュイバイイ）ともいう。一方、山地民族の

伝統的生業は、刀耕火種、つまり、焼畑であり、陸稲

や雑穀を栽培し、１年中輪作していた（尹1991）。

“シプソンパンナ,,では、各釛において、封建的領主

"ツアオペンデイン"によって、支配民に対する租税の

収奪が行われていた。米及び米以外の食料品、日用品

が貢納され、各種揺役労働が課されていた。動内部で

は、支配者層である王及び王族"ツァオムン，，、官僚貴

族"ポーラーム"､被支配者層である公民(一般農民)"タ

イムン，,、非公民（従属民）“クンフンツァオ,,という身

分制的秩序が敷かれていた。また、“クンフンツァオ”

の下位範囑は、さらに、“レークノイ，，、“ホンハーイ”

と分化されていた。身分階層に応じて、各曼が編成さ

れ､曼や戸といった社会単位で揺役が課されていた(第

１表）。“クンフンツァオ"は、王族所属田における耕

作梼役をはじめとして、私的奉仕や家内労働にも従事

させられていた（加藤2000）。

こうした支配者層に対する直接的奉仕の`性格をもつ

多種多様な祷役に従事してきたことこそが､"シプソン

パンナ"の手工業生産を発達させたのである｡伝統的士

器づくりをはじめとして、紡績、製糖、製紙等が展開

していた。樒役体系が具体的かつ詳細に定められてい

るものの、制陶、つまり、土器づくりに関する項目は

見当たらないが、“ムンツェンフン，，の動渤王宮で士器

づくりが行われていた事実がある。

く１＞ある範嬬の人々だけに課されているもの

1-1王族だけに課されているもの

・ツアオペンディンの警護

1-2タイムンだけに課されているもの

･竹のざるを編むこと／草むしり／「架火」／家の修理／水浴び場を

作ること／テーワダー（守護霊）の番をする（「守」）こと／ツァ

オペンデインのかわりに商売をすること／人を殺すこと？／子供

のお守り

・天秤棒の上納

．「矛槍」を持つこと／カーラサブ（楽器の一種）をたたくこと

・道路修理／橋の修理

１－３レークノイにだけ課されているもの

・馬を飼うこと／赤牛の雌牛を飼うこと／「搾糖」（砂糖きびをしぼ

ること？）／（砂糖きびの汁を）煮詰めて砂糖を取ること／縄をな

うこと／「草拝」を編むこと／たきぎをとること／草を刈ること／

米をつくること／飯を炊くこと／「糖飯」を煮ること／食事のため

の買い物をすること／料理を作ること／水汲み／茶を入れること

／灯をつけること／扇であおぐこと／顔や足を洗う水を運ぶこと

／ツァオペンデインの妻に仕えること／トウロン（僧侶？）に使え

ること／同を建てること／花園菜園の管理をすること／犯罪者の

見張りをすること／玉田の管理をすること／養魚池の管理をする

こと／赤牛を飼うこと／駄牛を使うこと／馬夫を務めること／荷

かつぎ人夫をつとめること／官租を家畜にのせて運ぶこと／手紙

を届けること／米を運ぶこと／ワットロン（｢大仏寺｣）のトウ（僧）

の食事を世話すること

・船（をつなぐ）縄を上納すること／筍を上納すること／竹を薄く割

ったものを上納すること／しゆるの葉を上納すること／びんろう

を上納すること／果物を上納すること

・銀の刀を背負うこと／袋を背負うこと／「弁宛」という儀仗を持つ

こと／「売乃」という儀仗を持つこと／旗を持つこと／どらをたた

くこと／大砲をうつこと／花火をあげる？こと／ラッパをふくこ

と／歌を歌うこと（儀式などの際）

1-4ホンハーイにだけ課されているもの

・布を織ること／寺を掃除すること／テーブルを運ぶこと

・バナナの木を上納すること

.「金包」を管理すること／金の皿を持つこと／金の傘を持つこと

く２＞複数の範璃の人々に課されているもの

2-1タイムンとレークノイに課されているもの

・配膳／サナームの建物の建築

・竹を上納すること

.「版保」という儀仗を持つこと／大刀を持つこと（儀式の際）

2-2タイムンとホンハーイに課せられているもの

・赤ん坊の世話／子供のお守り

・金の刀を持つこと（儀式の際）

2-3レークノイとホンハーイに課せられているもの

、水牛を飼うこと／象を飼うこと／塩を煮詰めて取ること／糸を紡

ぎ､布を染めること／茶を運ぶこと／雑務をすること／使い働きを

すること／全ムンの官租を運ぶこと

・生の魚を上納すること／「酸魚」（なれずし）を上納すること

・槍を持つこと／大印を背負うこと／孔雀の尾を持つこと／船を漕ぐ

こと（儀式の際）

2-4タイムンとレークノイとホンハーイに課されているもの

、ツァオペンデインの母に仕えること／家を建てること／倉庫を建て

ること／トイレを建てること･物干し場を建てること／｢守家」（留

守番？）／倉庫の管理をすること

・鶏を上納すること



徳澤啓一・小林正史・長友朋子2４ 

３俵測の伝統的土器づくり

“シプソンパンナ"における伝統的士器づくりは、

曼閣（マンク）村の岩さんのインタビューによって、

釛勅王宮に限られるが、具体的内容を知ることができ

た。また、俸族の土器づくりは、少なくとも、１４世紀

まで遡ることができる（唐2000）。明の供武年間に成

立した「百夷伝」において、「器Ⅲ丑拙尤甚、尤水桶、

木甑、木盆之美、惟陶冶之器是用。其宣慰用金恨、玻

璃等器、其下亦以金恨力之。」と土器づくりの記述が

見られる。本来ならば、俸族の制陶史とその研究史を

整理する必要がある。しかしながら、紙幅の都合上、

これを割愛しなければならない。本稿では、2006年８

月、景拱市及び釛海県の４つの村塞において、伝統的

土器づくり職人に対する聞き取り調査を敢行し､実際、

土器づくりの様子やデモンストレーションを実見した

ので、これをもとに、中華人民共和国成立以降の俸勧

の伝統的土器づくりの変容、とくに、現代化に伴う動

向を取りまとめることにしたい。

休日を利用して、土器づくりをするようになった。し

かしながら、昨年、水田の使用権を売却し、漢族男性

２名を雇用して、製陶工場を始めた。景拱市の近郊に

あるため、曼閣村でも、商売を始める者、賃金労働に

従事する者が増えてきた。また、王さん宅は、俸族の

伝統的な高床式、干欄式であるが、レンガ積みの柱と

板壁、平瓦葺きの屋根となっている。２階は、玉さん

一家が居住し、１階は、土器つくりの工房である。工

房は、昇炎式窯を備えており、製陶工場が設立される

まで使用された。現在、父の岩牢愼（アイ・ファンテ）

さん（58歳）が主として使用している。

土器づくり職人玉さん、父の岩さん、そして、祖母

（89歳)の３人が土器づくり職人である。祖母は､２００３

年、現役を退いた。岩さんは、１０歳頃、父と母から土

器づくりを継承したものの、父の兄弟は土器づくりを

伝承していない。また、王さんの母も土器づくりの経

歴がない。王さんは、１６歳頃、兄姉ともに、祖母と岩

さんから土器づくりを継承した（写真３）。すでに、玉

さんの兄姉は土器づくりを停止している。

３－１畳洪市（允景供（ユンジンホン））

３－１－１曼閣村

土器づくり世帯州都景供市の近郊農村である。１００

世帯が居住し、土器づくり世帯は、玉章風（イ・ツァ

ンホン）さん(30歳)宅の１世帯だけである（写真１）。

1955年、“シプソンパンナ"の解体に伴って、祖父と祖

母が，，ムンツェンフン"の王宮(釛渤故宮）から、当時、

35世帯の曼閣村に移住した（写真２）。

世帯生業曼閣村では、水田や菜地、養魚池をもち、

主として、農業に従事する者がほとんどであった。文

化大革命後の開放政策によって､人民公社が解体され、

家庭聯産承包制が導入され、合作社中心の集体生産体

制から家族（世帯）中心の生産責任体制に移行した。

個人の土地の占有権及び使用権が保障される代わり、

権利を委譲された個人が土地における生産を担保する

請負制度となった。すなわち、再配分された士地の面

積や収量に応じて、生産責任を果たし、つまり、納税

をすればよいので、土地利用の転換や分割使用も個人

の裁量の範囲となった｡｢曼斗村でも1983年から水田、

菜地、養魚池、薪炭林などが各戸に貸与され、個々の

責任において生産が行われるようになった。」（田村

1994）とあるとおり、当時、王さん一家も６畝（40ｒ）

の水田が分配された。水田では、梗米を主として、年

間1tの収穫量があった。また、自留山も配当され、政

府が商品作物栽培を奨励していたこともあり、１年間

かけて、１，０００本のゴム林を植林した。王さんは、分割

相続により、現在、200本を所有している。樹液の採取

は、午前３時から午前11時にかけての作業である。水

田が割り当てられてから、通年ではあるが、農閑期や

励勅王宮時代（1994年以前）

玉さんの祖父と祖母は、中華人民共和国成立以前、

"シプソンパンナ"の盟主的盆地国家“ムンツァオム

ン，,の王宮に居住して、車里宣慰使第４０代刀承恩及び

第４1代刀世勤に奉仕し、伝統的士器づくりに従事して

いた。ただし、土器づくり職人が所属する身分階層等

は定かでない。王宮における土器づくりは、ほとんど

が祖父・祖母からの伝聞であるが、幼少の頃、岩さん

自身が見聞し、記`億している内容もある。

生産器種王宮や宮廷、“ツァオムン"及び"ポーラム，,

の邸宅で使用するための、装飾性に富んだ台付水甕、

主として龍を形象した塑像等の貢献用器種を生産した。

また、王宮での食事を調理し、提供するための什器、

彼らに奉仕する"タイムン"や"クンフンツァオ"が使用

する什器も製作し、王宮全体の什器用器種の生産も賄

っていた。また“ワット”（寺）及び"トウ”（僧）に寄

進するための供献用器種も生産した。

生産様式「景供村秦労役負担票』を見ると、各曼は、

定められた貢納及び梼役が課されているが、土器づく

りを負担する村秦の記述がない。ちなみに、曼閣村で

は、戈１１船及び繊酸魚と定められていた。王宮では、厳

然とした男女の性差別分業と役割分担があった。女`性

は、装飾性に富んだ台付水甕、回転台や叩き具で成形

する鍋や水甕等の什器用器種を製作し、男性は、塑像

を担当した。ただし、土器づくりの中心的役割は、女

性であった。また、１７世帯が専業し、通年、雨季でも

土器づくりを行っていた。

原材料調達男性は、土器づくりの生地である粘士や
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砂を採取し、踏臼で粘土を粉砕するという橋役も担当

した。薪等の燃料を貢紬する役割が課された村秦もあ

ったが（第１表）、薪や藁を調達し、薪を割ることも男

性の役割であった。野焼きは、男女協働で行った。

販売形態貢献用器種は､王宮や邸宅に納められるが、

王宮全体で使用するための什器用器種は、フルタイム

の土器づくりのため、余剰も生じた。そのため、週１

回､欄槍江の南岸の王宮から下流の“ムンツァオムン”

の中心的市場まで船で出荷し、土器の容量分相当の米

と交換した。運搬及び販売も男性の役割であった。

曼閣村時代（1954年～2003年）

生産器種岩さんは、９～10歳頃、父から塑像、祖母か

ら装飾性に富んだ台付き水甕や俸族の伝統的な鍋・炊

飯（湯沸し）鍋・水甕等の什器用器種の土器づくり技

術を継承した。この時代の役割分担としては、原則、

祖父と岩さんが塑像を製作し、祖母と玉さんが什器用

器種と供献用器種を製作した（写真４）。

生産様式祖母は、１５年前、曼斗村の王さんを土器づ

くりの助手として、２日間程度雇用したことがある。

曼斗村の王さんによれば、祖母は、什器用器種と供献

用器種を製作し、泥窯を使用して野焼きをしていた。

その後、昇炎式窯が導入されたことになる（写真５）。

しかしながら、曼閣村移住直後と承包制以降では、玉

さん一家の世帯生業も大きく変更され、土器づくりに

対する関与程度も低下し、性差別分業もほとんど行わ

れなくなったと考えられる。

原材料調達生地は、1983年から使用する水田の田士

を採取し、欄槍江から揚げられた砂を使用した。薪や

藁等の燃料も自給できていた。

販売形態製陶工場時代になっても､仲買人を介して、

卸売りしてないので、直販方式と考えられる。また、

装飾性の高い水甕や塑像も復活させたが、購入される

ことがなかった。鍋や炊飯（湯沸し）鍋の什器用器種

は､金属製鍋や電気釜が一般化し､受注生産となった。

製陶工場時代（2003年以降）

生産器種貢献用器種を復活させ、さらに、漢族的あ

るいは現代的な生活様式にあわせて、新しい現代的器

種を生産するようになった。また、俸勅の伝統的器種

及び現代的器種は、釛勅王宮時代と比較すると、器形

や文様が多様化している。また、黒色処理が施された

黒陶は、伝統的な土器様式であったが、現在、紅陶し

か生産されていない。玉さん宅の商品棚では、黒陶様

の冷水瓶が並べてあったが、油性の黒色スプレーで彩

色したものであった（写真６）。

生産様式２年前、漢族の土器づくり職人２名を雇用

して、南側の丘陵部で製陶工場を始めた（写真７）。士

練機、電動ロクロを採用し（写真８．９）、現代的器種

とともに、伝統的器種も轆轤水挽き成形に変更された

（写真10)。王さんは、伝統的な叩き成形技法を放棄し

たものの、叩き目や文様だけは付加していた(写真11)。

また、大量生産が可能な登窯が採用されていた（写真

１２）。伝統的器種の需要こそ振るわないが、植木鉢や

漬物壷等の新器種の売れ行きが好調である（写真13）。
また、１階の工房では、岩さんが製作した塑像の未成

品や失敗品が多数散乱しており、芸術性の高い塑像を

はじめとする復活器種を新機軸として、贈答品、イン

テリアとして、高額な工芸品市場の開拓を目論んでい
るようである（写真14）。

原材料調達水田を失うことで、粘土を購入するよう

になった。２ｔ（運搬費込み）500元である。

販売形態受注生産であり、直販方式を採っている。
仲買人が仲介したり、市場に持ち込んで販売すること

はないという。玉さん宅の２階のテラスでは、商品棚
が据え付けてあり、伝統的器種及び新器種の見本が並

べてある（写真15）。この見本を顧客に見せることで、

注文を取っている。しかしながら、製陶工場の生産器

種のすべてが取り揃えてあるわけでない。植木鉢や漬

物壷等の大量出荷器種は、見本になかった。

使用方法伝統的器種のうち、鍋、炊飯（湯沸し）鍋

の什器用器種は、昨年、受注が入らなかったとおり、

近年、ほとんど生産していない。1950年頃、中華鍋、

アルミ鍋が普及し、一般的となった。鍋は、俸勧の伝

統的な献立、とくに、煮込む調理で使用することもあ

るが、湯沸し鍋や甑は、糧米が主体となることで、ほ

とんど使用されなくなった。また、電気釜が本格普及

することで、炊飯（湯沸し）鍋もほぼ不要になった。
伝統的な年中行事において、糯米が供献されるが、電

気釜で蒸されるという。ただし、供献形態は、湯沸し

鍋と甑のミニチュアの組み合わせを容器としている。

また、俸族の伝統的生活習慣が残置されており、２階

のテラスにおいて、水甕が据え置かれる。そのため、

水甕の需要は､少ないながらも確保されている｡また、
水甕（LL）は、普洞茶の卸売り容器として、製茶会社
あるいは茶の仲買人が購入している。

３－１－２曼斗（マンドウ）村

土器づくり世帯州都景洪の近郊農村である。欄槍江

北岸に位置する。曼斗村の中心部は、景供一動海間を
連絡する景亮路が開削され、西双版納大橋が架橋され
ることで、大規模な再開発が進行している。また欄槍

江一メコン川流域総合開発に伴って、伝統的な村落景

観の変貌を際立っている。100世帯が居住し、土器づく
り世帯は、玉釛（イ・ムン）さん（50歳）が唯一であ

る。４０年前、王さんが７～８歳の頃、ほとんどの世帯
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卜i,篝墓liiiiilliiii1iil灘

写真１玉章風さん宅（木造化された竹楼）［曼閣村］写真６黒陶様水瓶と油性黒色スプレー［憂悶村］写真１１什器用器種の水喪（Ｉ鹿hⅡ木挽き成形）［曼閣村］

il1111111111l1''''''''''''1''''''1IllllIllilll1iillliliiiiiiliii 
写文２孟勧故宮から欄櫓江と允景浜の景観［景洪市］写又７玉章風さんの製陶工場（植木鉢）［曼閣村］写真１２登窯（窯出しされた状態の植木鉢）［曼閣村］

： 

iii鰍俶

写又１３新機種の植木鉢［憂悶村］写真８土練機と漢族職人の妻塵閣村］写又３玉章風さんの伝統的土器づくり［曼閣村］

写真４什器用器種の鍋（S）（叩き成形）［曼閣村］写真ｇ漢族製陶職人と趣動穂櫨(植木鉢成形）［曼閣村］写又１４漢族職人が製作した人物塑像［曼閣村］

醤liiiii蝋iliiiA3ii`ijlI

;醗蝋瀞『蝋』

露と蝋鼻jiI1雲liiiiii鵜jIII1
写真５玉章風さん宅１階の昇炎式窯［憂悶村］写又１０漢族製陶職人と電動轆櫨（水甕成形）［曼閣村］写文１５玉章風さん宅２階の商品棚と見本［曼閣村］
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玉孟さんの伝統的土器づくり［曼斗村］写又２１水墾の容丘区分（S,M,L）［受斗村］写真1６ 写真２６水蜜“モーナム,,（SS,L）［曼札村］

写又１７玉孟さんが製作する什器用器種［曼斗村］写又２２玉章さんの伝統的土器づくり［受札村］写又２７供献用器種の組み合わせ①［曼札村］

写真１８玉孟さんが製作する供献用器種［曼斗村］写真２３玉章さんが製作する全器種［曼札村］

写真２８供献用器種の組み合わせ②［曼札村］

写真１９泥窯の模擬実演（蚊燃料の配置）［曼斗村］写真２４鍋“モーケン”（L）（受淀牛鱈）［曼札村］

写又２０供献用器種の組み合わせ［曼斗村］写真２５移動式竃煙モーフエイ，,（受注生産）［曼札村］写又２９茶容“モーサイラ，，（伝統的器種）［曼札村］
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が土器づくりを行っていた｡30年前､20軒まで減少し、

20年前、景拱市全体でも、王さんと玉さんの母、曼閣

村の王さんの祖母をあわせて、７～８名になってしま

った。現在、景拱市から動脂（ムンラ）県まで見渡し

ても、伝統的な土器づくり職人は、王さん以外存在し

ない。ただし、曼斗村では、引退した土器づくり職人

２～３名が居住している。彼らは、５０歳代及び60歳代

であり、土器づくりを停止して、２０年以上が経過して

いる。熟練した職人が高齢化し、引退したという事情

ではない。また、２０歳代及び30歳代のほとんどは、農

業や賃金労働に従事しており、土器づくりの継承者は

皆無という。王さんの娘の玉単旱（イ・タンハン）さ

んも公務員を志望し､当面､跡目を継ぐつもりはない。

世帯生業1978年、承包制によって、農地及び山林の

分配を受けて、農業に従事していた。しかしながら、

10年前、西双版納大橋の建設に伴って、水田の使用権

を譲渡し、居宅を新築した。王さん宅は、干欄式であ

り、伝統的な竹楼が鉄筋化されたものである。鉄筋コ

ンクリートの柱とレンガ積みの壁、平瓦葺きの屋根と

なっている。２階は、王さん一家７人が居住し、１階

は、５世帯の漢族の借家人が店子となっている。収入

源は、夫の商売と土器の製造・販売に加えて、家賃収

入とゴム栽培である。

土器づくり職人玉さんは、７～８歳の頃、祖父から

習い始めて、２９歳の頃、土器づくりを継承した（写真

16）。父母や兄弟は、継承していない。祖母は、士器

づくりの経歴がないものの、販売を手伝っていた。

生産器種什器用器種である鍋、炊飯（湯沸し）鍋、

甑、水甕を生産している（写真17）。また、祭事・祭礼

等の年中行事において、庶民は、寺院や僧に対して、

仏具用を供献する習慣がある。そのため、庶民が供献

用土器として購入する水瓶、杯、台付灯Ⅲ、花瓶、台

付花瓶､托鉢を生産している(写真18)。また､祖父は、

主として、水甕（ＬＬ．Ｌ）を製作していた。

生産様式かつての曼斗村の土器づくりは、水田をは

じめとする農作業の合間で行っていた。本々、性差に

よる分業も無かったという。王さんの士器づくりは、

家事の傍らであるが、１階の土間を工房として、専業

し、通年、雨季でも土器づくりを行っている。また、

焼成は、泥窯である（写真19)。雨季の４～９月にかけ

ては、４月の溌水節"サンハンピーマイ"をはじめとす

る祭事・祭礼が相次ぐため、農繁期にもかかわらず、

供献用器種の注文が殺到する。ｌｏ月以降は、水甕をは

じめとする什器用器種の製作が中心になる｡そのため、

乾季と雨季における土器づくりの頻度は大差ない。

原材料調達生地は、潤槍江北岸の水田から採取した

田土と流沙河から揚げられた砂を使用している。田士

は、かつて王さん宅が使用していた水田の床土を機械

掘削した粘土である｡王さん宅から600ｍ離れた場所に

備蓄してあるが､これが枯渇しつつある。これからは、

曼郷村及び曼牛村から１０ｔ（運搬費込み）12,000元で

購入する。また、稲藁は、年間トラクター１台分120

元、薪は、年間トラクター２台分560元で購入し、月１

～２回の頻度で野焼きしている。

販売形態原則、受注生産であり、直販方式である。

製茶会社や仲買人が水甕（Ｌ・Ｍ）を茶容として、仕入

れに来ることがある。また、歌舞団が水甕（s）を踊り

の小道具として、買い付けに来ることもある。

使用方法王さん宅でも、鍋が金属製鍋、炊飯（湯沸

し）鍋が電気釜に置き換えられている。水甕も水道が

敷設されることで、従来のような需要がなくなってお

り、什器用器種の販売が不振である。しかしながら、

鍋、炊飯（湯沸し）鍋、水甕、甑等のミニチュアは、

伝統的な年中行事において、供献用器種とともに、供

物とされるため、堅調な売れ行きである。

ちなみに､徳宏俸族景頗族自治州における溌水節"サ

ンハンピーマイ，，の年中行事を見ると、「溌水節の前日

（大晦日）寺の大掃除をおこない、村人全員が揃って

山に行き、花を摘んできて寺に飾る。溌水杷杷"ヌオミ

イバ"や黄金飯を作って仏前に供える。溌水節当日（元

日）は寺に集まり、水龍という木製の龍を置いて水を

注ぐ。水は回転しながら流れ、周りに置いた仏像を洗

う。龍の下に鳳凰の飾りをつけるので、章鳳では、龍

鳳"ロンフォン，，という。それから和尚さんと家族、通

行人にまで祝福のことばをかけながら水をかける。水

行事は３日から１週間続き､最後は村人全員が集まり、

老人は寺の中で、その他の人は境内の広場で一緒にご

馳走を食べるというものであった。」（古島2001）と

いう具体的内容を知ることができる。

王さんが生産する伝統的器種のうち、“ヌオミイバ”

で容器とされる器種は、鍋（SS）、甑（SS）、蓋の組

み合わせ（写真20）である。また、花を飾るための容器

が台付花瓶の莫辺酒近"モーマイサンマイ"、甑（s）で

ある。また、甑（s）は、花挿として寺院に供献される

ようにもなった。また、王さんは、その残り水で仏像

を洗仏するという。そして､水甕(L)が溌水､つまり、

水掛けに使用される。そのため、王さんは、溌水節で

水甕（L）を購入すると、“モーマイサンマイ"を無料サ

ービスしている。溌水節で不可欠な組み合わせなので

あろう。また、関門節や開門節等の農耕儀礼に関する

年中行事においても、ほぼ同じような器種構成で供献

されるという（写真21）。

３－２動海県

３－２－１曼孔（マンツァオ）村

土器づくり世帯動海県釛混鎮の農村である。動海鎮
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から車で30分の距離にあり、３輪作の２期目の収穫を

していた。２１世帯が居住し、土器づくり世帯は、玉章

（イ・ツアン）さん（61歳）が唯一である。３０年前、

劫混鎮の各村棄では､それぞれ土器づくり世帯があり、

１～２名の土器づくり職人が居住していた。当時、曼

札村では、６名の職人が土器づくりをしていた。４年

前､玉さんが唯一の土器づくり職人となった｡ただし、

曼札村では、引退した土器づくり職人が数名存命して

いる。ほとんどが農業に従事しているが、動混鎮で商

売をはじめたり、賃金労働に従事するものも増えてき

た。土器づくりの継承者は皆無という。王さんの娘や

孫娘玉丙（イ・ピン）さんも継承するつもりはない。

世帯生業水田８畝（53ｒ）を使用し、養魚場も営ん

でいる。王さん宅も干欄式である。２階は、王さん一

家５人が居住し、１階は、小規模ながら、養豚及び養

鶏を営んでおり、土器づくりの工房ともなっていた。

１階の土間は、コンクリートが打設してあり、回転台

の軸を差し込む穴が据え付けられていた。収入源は、

農業収入と土器の製造・販売である。

士器づくり職人玉さんは、３０年前、土器づくりを始

めた（写真22）。同村の玉哺吹（イ・ナンカン）さんか

ら継承した。玉哺吹さんは、男性の土器づくり職人で

あり、２５年前まで現役であった。王さんの父母や兄弟

は、土器づくりの経歴がない。

生産器種什器用器種の鍋"モーケン，，､炊飯鍋"モーカ

オ"、甑、水甕"モーナム"、移動式竈"モーフェイ,，、供

献用器種の托鉢と器台を生産している(写真23)。また、

米や水の容器である甕"モーサイラ"を生産している。

曼斗村の玉さんと同じように、昆明市の漢族の仲買人

が普淘茶の卸し容器に転用し、５年前から茶容として

製造・販売するようになった。

生産様式かつての曼孔村の土器づくりは、水田をは

じめとする農作業の合間で行っていた。ただし、雨季

は、土器づくりを停止した職人が多かったという。王

さんは、曼札村で唯一の土器づくり職人であるため、

10年前まで専業し、通年、雨季でも土器づくりを行っ

ていた。“モーナム，，の成形体の製作であれば、１日あ

たり10個を製作することができた。その後、伝統的器

種の需要が低迷し、通年の生産を断念し、受注生産に

踏み切った。今年に入ってから、２月、５月、７月に

おいて、それぞれ１回の注文があった。２～３ケ月に

１回の頻度で土器づくりをしたことになる｡王さんは、

通年、土器づくりを行いたいところだが、注文が無い

ため、次回の土器づくりの予定も立っていない。

原材料調達生地は、使用権を有する水田から採掘し

た田土と流沙何の砂を使用し、燃料も、村築内で採集

し、ほぼ無償で調達している。

販売形態動混鎮の市場に売りに出かけるという直販

方式である。“モーサイラ，，のように、茶の仲買人が直
接買い付けに来ることもある。

使用方法５０年前、金属製鍋が普及し、近年、電気釜

も一般化して、“モーケン"、“モーカオ，,の什器用器種

は、ほとんど使用されていない。ただし、農地や山林

における出作り小屋では、電気が敷設されていないた

め、少ないながらも"モーケン"、“モーカオ，，の需要が

ある（写真24）。また、“モーフェイ"は、出作り小屋だ

けでなく、曼札村のほぼ全世帯で使用されている。七

輪やカセットコンロのような用途である（写真25)。ま

た、“モーカオ"は、本来の使用方法ではないものの、

煮込む調理で使用されるようになったという｡"モーナ

ム"も水甕として使用されるものの､さまざまな客【器と

して転用されている（写真26）。玉さん宅では、籾殻を

入れて、鶏が産卵するための巣箱にしていた。また、

曼斗村と同じように、伝統的な年中行事において、第

３表のとおり、什器用器種のミニチュア及び供献用器

種が供物とされている（写真27）。

第３表曼札村の年中行事における供物

しかしながら、容器と内容物を見ると、“モーケン”

と甑が組成し、梗米が"モーナム"に入れられており、

什器用器種の伝統的な用途と内容物が合致していない

（写真28)。これは、俸渤の伝統的な生活様式が払拭さ

れつつある中で、伝統的器種の存在感が薄れているこ

とに原因がある。什器用器種が単なる容器となって、

器種の概念が形骸化している証拠ともいえる。また、

"モーサイラ"が茶容として転用されていることが特徴

的である（写真29）。また、昆明市内の小売店では、普

洞茶の卸し容器とされた"モーサイラ"が、そのまま店

頭に並べられているという。

３－２－２曼朗（マンラ）村

土器づくり世帯釛海県釛遮鎮の農村である。曼朗村

は、動海鎮から車で１時間30分、動遮鎮から車で１時

間の距離にある。103世帯が居住し、王児蘭（イ・アラ

ン）さん（67歳）を含めて、９名の士器づくり職人が

居住している（写真30）。彼らは、５０歳代及び60歳代で

ある。王さんが12歳頃、全70世帯に対して、１２名の職

人がいた。２０歳代及び30歳代は、農業や動遮鎮で賃金

労働に従事しており、土器づくりの後継者はいない。

世帯生業農業及び茶栽培、養魚が主な生業である。

容器の組み合わせ 内容物 数量

托鉢（S）と器台（S） 水 １ 

甑（SS）と蓋と"モーケン”（SS） 糯米 １ 

"モーナム”（SS） 水 ２ 

"モーナム”（SS） 糧米 ２ 
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写J[３０王児蘭さん宅(木造レンガ積の干桐式）［受朗村］写文３５昇炎式窯(土器づくり職人の共同使用）［曼朗村］写真４０土器づくり職人（曼朗村）の慮店②［孟遮峡］

写卯１王児翻さんの伝統的土器づくり［曼朗村］写又３６王児蘭さんの粘土採掘（田土を掘削）［曼朗村］写真４１王児蘭さん宅１階の在庫［曼朗村］

写立４２土器を運撤する孫息子と耕運機［曼朗制写真３２王児蘭さんが製作する全器種（鉛釉）［曼朗村］写真３７玉児蘭さんの露店［孟遮銃］

写又４３供献用土器の組み合わせ［曼朗制写真３８玉児蘭さんの販売器種［孟遮０k］写JK33鉛軸索材(購入した延棒）［曼朗村］

写】[３４内外面に鉛釉が施された托鉢（L）［憂朗村］写文３９土器づくり職人（曼朗村）の露店①［孟遮紋］写又４４薬缶"モータンヤ”（漢方薬の煎じ用）［曼朗村］
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玉さん宅も干欄式であり、２階は、王さん一家５名が

居住し、１階は、小規模ながら養豚を営んでおり、土

器づくりの工房や在庫置き場となっていた。１階の士

間には、土器づくりの回転台の軸が据え付けられてい

た。玉さん一家の収入源は、夫の医業と次男夫婦の農

業及び茶栽培、養魚、そして、王さんの土器の製造・

販売である。

土器づくり職人王さんは、１２歳頃、母から土器づく

り伝承した（写真31）。当時、すでに、昇炎式窯が採用

されており、鉛釉が掛けられていた。父や兄弟は、土

器づくりの経歴はない。

生産器種什器用器種の鍋"モーケン，，､炊飯鍋"モーツ

ァオカオ"、甑、水甕"モーナム"、そして、蓋、供献用

器種の台付灯皿、托鉢"カオ・クワン，,と蓋を生産して

いる（写真32）。器種構成の多様性はない。また、伝統

的器種の範嬬でない土瓶"モータンヤー"が生産されて

いる。漢族が漢方薬を煎じて飲用する習'償が持ち込ま

れ、製作されるようになった。これらの器種は、いず

れも鉛釉が施される（写真33)。ロ縁部内面の釉掛けが

丁寧であるものの、胴部から底部にかけては粗雑であ

る。ただし､托鉢は､内外面が釉掛けされる（写真34)。

生産様式2006年８月の生産量を見ると､鍋､炊飯鍋、

水甕、土瓶各20個、供献用器種50個を生産している。

大量生産ではないが、昇炎式窯が採用されている（写

真35）。玉さんの土器づくりは、家事の傍らで、農作

業も手伝いながら、専業し、通年、土器づくりを行っ

ている。曼朗村の約半数の土器づくり職人は、雨季の

ため、また、農繁期のため、土器づくりを停止してい

る。2006年８月の野焼きでは、手空きであった同居し

ている次男夫婦が手伝った。

原材料調達生地は、使用権をもつ水田の田士と流沙

河から採取した砂を使用している（写真36）。ただし、

燃料のうち、薪は、年間１t60元で購入している。

販売形態玉さんは、動遮鎮の市場において、土器販

売の露店を開いているところで、偶然、出会うことが

できた（写真37.38）。ちなみに、これは、西双版納俸

族自治州最大の市場である。市場では、同じ村から２

軒の土器づくり世帯の露店が出されていた（写真39）。

別の露店では、男性が土器を販売していた（写真40）。

販売器種は、いずれの露店も同じであり、王さんは、

全器種各４個を販売していた。都合、月１回の焼成を

行って、これを５週に分けて、市場で販売している。

４週しか市場が立たなかった場合は、王さん宅の１階

で残余の土器を在庫としている（写真41）。劫遮鎮は、

曼朗村から10km離れており、市場は、毎週日曜日に開

かれている。王さんは、市場での売れ行きを見ながら

調整生産している。曼朗村から未舗装の道路をトラク

ターで土器を運搬し（写真42）、午前８時から午後３時

まで露店を開いている。当日は、前日焼成した土器を

店頭に並べていた｡仲買人を介して､卸売りはしない。

曼朗村の土器づくり職人の一般的な販売形態である。

使用方法“モーケン"、“モーツァオカオ"の什器用器

種は、ほとんど使用されていない。やはり、金属製鍋

や電気釜が普及したことによる。ただし、曼札村と同

じように、通電していない農作業小屋等では、現役使

用されている。また、きわめて稀であるが、俸渤の伝

統的な食事を調理するために購入されることがある。

ただし、本来の使用方法が分からないため、“モーツァ

オカオ"で副食を調理することもある。近年では、漢族

の住人や観光客がインテリアとして、伝統的器種を購

入することも少なくない。一方、“モーナム"は、曼朗

村のほぼ全世帯で、水甕として使用されている。やは

り、俸族の伝統的な生活習慣が払拭しきれずに、干欄

式の２階のテラスにおいて、水甕が居並ぶ光景が目に

付く。また､伝統的な年中行事において､水を入れた"モ

ーツァオカオ”（SS）と甑（SS）と蓋の組み合わせ供物

とされている(写真43)。内外面鉛釉が施された托鉢は、

供献用器種であり、曼斗村の水甕（L）と同じように、

溌水節で水撒きに使用される。さらに、漢方薬を飲用

する漢族の習｣慣が浸透して、曼朗村ないしは動遮鎮の

ほぼ全世帯が"モータンヤ"を所有している。最早、必

需品となっており、売れ筋商品となっている(写真44)。

４伝統的土器づくりの変容

４－１食事様式と生産器種の変化

“シプソンパンナ，，時代の土器づくりは、曼閣村の岩

さんのインタビューで、釛測王宮における土器生産の

様子を窺い知ることができた。しかしながら、当時の

俸勅の村塞、つまり、各曼における士器づくりは、岩

さんの知るところでなかった。

釛渤王宮では、少なくとも、貢献用器種、供献用器

種、什器用器種を生産していた。貢献用器種は、“ツァ

オペンデイン"が居住する王宮や"ツァオムン，，．“ポー

ラム"の邸宅で使用される装飾性の豊かな台付水甕､龍

を形象した塑像である。供献用器種は、“ワット,,や"ト

ウ，，が宗教的`慣行で使用する托鉢、台付灯皿等である。

什器用器種は、俸測の生活様式や食事様式で使用する

鍋、炊飯（湯沸し）鍋、水甕である。

1950年、中国人民解放軍が"シプソンパンナ,，の領域

に進駐し､1954年､中国共産党の支配下となることで、

これまでの伝統的政体が解体された。俸勧の土地所有

関係は、地主制に移行していたが、和平協商土地改革

を通じ、社会主義化が進められた（長谷川2001）。１９５５

年、“シプソンパンナ,，が西双版納俸族自治州となり、

1956年、俸渤の支配者層は、貢納・祷役を収奪する特

権が剥奪された。岩さんをはじめとする土器づくり職
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第２表各村棄で生産が確認された器種と卸売価格・小売価格・年間生産量
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曼朗村
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人は、動勅王宮を追われた。

また、雲南邊彊では、国内移民政策によって、漢族

が大量移入し、俸勅の伝統的な生活様式に多大な影響

が及ぼされた。まず、漢族の副食文化が浸透すること

で、（写真45）、中華鍋が急速に普及した。そして、副

食調理における優位性もあって、金属鍋が土鍋を席巻

した（写真46）。次に、俸勒の食事様式は、糯米を祝食

とていた。伝統的な蒸す調理は、湯沸し鍋と木製の割

り貫き式甑の組み合わせであったが、中華鍋と割り抜

き式甑、そして、中華鍋とアルミ甑の組合わせに変更

され(写真47)、湯沸し鍋の需要が縮減し､最小化した。

また､梗米がほぼ常食されるようになった背景として、

品種改良がある。西双版納俸族自治州では、２期作な

いしは３期作の輪作が可能となり、政府から糯米から

糧米の作付け転換が奨励されたことがあげられる（写

真48）。俸渤は、糯米．糧米を栽培し、糧米は、糯米

と同じような粘りのある炊き上がりとなるように、炊

き干し法で炊飯していた(印南1994)。しかしながら、

糎米が主食となることで、電気釜が本格普及すること

になり、炊飯鍋の需要が激減した。景拱市及び釛海県

では、1995年頃、炊飯器や蒸す機能が付いた炊飯器が

普及した。通電している村秦では、ほぼ全世帯が電気

釜を所有している。動遮鎮の店舗では（写真49）、蒸し

機能付きの炊飯器が100～120元の価格帯で販売されて

いた（写真50）。また、糯米と梗米の両方が電気釜で調

理ができるようになり、曼札村の玉さん宅のように、

朝食及び昼食が糧米、夕食が糯米と食べ分けるように

もなった。強飯は、腹持ちがよいため、朝まで空腹感

に悩まされることがない。また、俸棚の高齢者層は、

伝統的な食事様式、つまり、糯米が中心の献立を好む

ようだが(写真51)、若年者層から壮年者層にかけては、

副食が中心の献立、すなわち、副食にあう糧米をほぼ

常食している。俸勅の伝統的な食事様式の変容にあわ

せて、伝統的な鍋や炊飯（湯沸し）鍋の需要も最小化

を通り過ぎて、不要化が進んでしまっている。現在、

４つの村までは、最早、鍋及び炊飯（湯沸し）鍋が受

注生産となっている。

しかしながら、電気が敷設されていない農地や山林

では、未だ、伝統的な什器用器種が常用されている。

居宅から離れた場所にあるトウモロコシ畑や茶畑の出

作り小屋、刀耕火種、つまり、焼畑を営む少数民族の

焼畑小屋において､食事を調理するための鍋や炊飯(湯

沸し）鍋が常備されている。刀耕火種は、陸稲や雑穀

の栽培が主体であるため、炊飯（湯沸し）鍋が不可欠

である。ただし、承包制によって、焼畑地の移動も自

留山内に限られることで、山地少数民族の伝統的な焼

畑農法も衰退しつつある。その代わり、西双版納俸族

自治州は、ゴム栽培の生産基地とされ、1956年、最初

の国営農場が建設され、漢族移民、とくに、貧農層を

大量投入し、原生林の伐採や開墾を推し進めた（長谷

川2001）。旧来の焼畑地がトウモロコシ畑（写真52）な

いしは茶畑（写真53）、さらには、ゴム林の切り替え地

とされた（写真54）。今のところ、出作り小屋等におけ

る鍋や炊飯（湯沸し）鍋、曼札村の移動式竈"モーフェ

イ，，等の最低限の需要は残されている。

４－２伝統的な生活様式と観光開発

曼閣村、曼斗村、曼札村、曼朗村における土器づく

り世帯は、いずれも俸勧の竹楼が材料変更された干欄

式という住居形態であった。龍竹の使用が厳しく制限

されることで、伝統的な竹骨工法が採られなくなり、

ほとんどが木やレンガ積みの柱となっている(季1994)。

曼斗村の玉さん宅のように、この１０年くらいで、鉄骨

化、鉄筋化された住宅も少なくない。また、1980年代

後半の民工潮によって、俸鋤の干欄式建物の－階部分

は、漢族移民が賃借するようになった。曼斗村の玉さ

ん宅のような床下アパートが形成され、西双版納俸族

自治州では、俸族一戸あたり平均８世帯の店子を擁す

るようになっている（菅野2001）ｄ俸渤の住居形態も

大きな変貌を遂げているが、少なくとも、伝統的な空

間構成とその利用方法が堅持されている｡2階の間取り

は、テラスが必置され、炊事洗濯などの水周りの家事

を行う空間となっている。ほとんどの世帯が水道を敷

設しているが、未だ、水を汲み置きするための水甕を

据えている（写真55）。買い替え需要は大きくないが、

水窺の最低限の需要が残されている。

西双版納俸族自治州では、1985年、景供県及び動臘

県が開放地区となった。外国人観光客の出入りが簡便

となり、エスニックな資源を商品化することで、観光

開発が進展している。そして、“シプソンパンナ"の歴

史的風致、少数民族固有の生活様式を参観させるエス

ニック観光というツーリズム形態が確立された。

こうした中で、1987年、景供市内において、公園型

観光施設の西双版納民族風情園が建設された(写真56)。

また、少数民族の村塞を再構成した西双版納俸族園等

が開業し、入園料100元、ガイド料25元という高額にも

かかわらず、午後３時の溌水節のアトラクションにあ

わせて、１日あたり700名もの入園者数がある。民族衣

装に身を包んだガイド70名が旅行団を接遇している。

マス・ツーリズムに対応した観光施設では、飲食、

民族歌舞、宿泊をパッケージとして、溌水節をはじめ

とする伝統行事や機織を見世物化し、廿蕨圧搾機や米

搗き用踏み臼を体験型のアトラクションとすることで

（写真57）、民族文化の疑似体験を売り物にしている。

民間資本のエスニック・レストランやテーマパークに

おいても、同じようなコンテンツで観光客を誘致して
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いる。このうち、エスニック・レストランでは、饗宴

の際、民族歌舞で接待するが、打工（出稼ぎ）の少数

民族の少女を踊り手とし、組織化された歌舞団を擁す

るものも少なくない（写真58)。曼斗村の玉さんは、こ

うした歌舞団を大口顧客の一つとして挙げていた。俸

渤の歌舞を演出する小道具として、水甕（s）が不可欠

なのであろう。また、曼閣村の王さんも「秘境雲南民

間美術」と名乗り、「俸陶世家」を屋号とし、秘境と

いう土地柄と俸勅の士器づくりの伝統性と正統性を主

張している。西双版納俸族自治州では、エスニックな

文化資源を資本とする観光化が進んでおり、溌水節が

観光産業における主力商品である限り、水甕の需要も

命脈を保ち続けることになろう。ちなみに、西双版納

俸族園では、溌水節で使用する水甕は、本来、銀製で

あったが、現在、プラスティック製を使用している。

また、西双版納俸族園が所在する景供市近郊の動聿鎮

では、土器づくり職人が存在しないため、伝統的な土

器が必要な場合、景供市、すなわち、曼斗村まで出か

けて、購入しているという。

のの、現在、景供市近郊の村案では、経済的価値観の

浸透に伴って、学齢期児童の見習い出家が激減し、俸

ilM1の仏教的価値観や宗教的,慣行を継承していくことが

困難となっている（長谷川2005）。明らかに、俸勧の

伝統文化や信仰が衰退しており、寺院や僧に対する供

献意識も薄らいでいる。こうした中で、伝統的な供献

用土器の需要も時間をかけて減退していく懸念もある。

４－４伝統的器種の転用と現代的器種の登場

什器用器種をはじめとして、俸勧の伝統的器種が材

料変更されることで、伝統的士器づくりが危機に瀕し

ている。こうした事情は、供献用器種の需要が維持さ

れようとも、根本的な改善には繋がらない。しかしな

がら、伝統的士器づくりも生き残りを賭けて、いくつ

かの注目するべき新しい取り組みを行っている。

まず、観光物産としての伝統的土器づくりの活用で

ある。とくに、外国人観光客にとって、黒陶をはじめ

とする伝統的器種は、俸族を象徴する西双版納俸族自

治州の代表的な観光物産となっている。また、西双版

納俸族自治州の年間観光客数を見ると、近年、５０，０００

人の外国人観光客と2,000,000人の国内観光客がある

（長谷川2001）。国内観光客の圧倒的多数を占める漢

族にとっても、伝統的器種は、民族衣装と比肩する民

族工芸品となっている（写真61)。動勧大道で普洞茶の

小売店を経営する余さんの店舗では、動遮鎮の市場の

露店で購入した曼朗村の鍋が飾ってあった（写真62）。

漢族観光客は、インテリアの置物や容物として、俸勅

の伝統的器種を買い求めている。装飾`性の豊かな冷水

瓶と杯の組み合わせが人気商品である。また、観光物

産として、贈答品・インテリアとして、“シプソンパン

ナ"時代の貢献用器種を復活させている。曼閣村の玉さ

んの製陶工場では、王宮、宮廷、邸宅等で使用されて

いた水甕や塑像を生産し、そして、これまでにない図

像を形象化することで、装飾性や堅牢`性といった付加

価値も高めている。これまでのところ、水甕100～１８０

元、塑像200～300元という高い価格設定もあり、売れ

行きは芳しくない。ただし、今後の飛躍的な経済発展

が見込める西双版納俸族自治州では、こうした復興器

種が将来の売れ筋商品となる可能性もあるだろう。

次に、伝統的器種の転用・流用である。これは、普

洞茶の工場や仲買人の発案というが、伝統的器種を容

器とすることで、普洞茶の付加価値を高める取り組み

である。釛海県は、普沮茶の産地であり、茶菓の加工

工場が点在し、景供市では、観光客相手の小売店が軒

を連ねている。出荷数は少ないながらも、曼閣村の水

甕（LL）や曼札村の"モーサイラ"は、卸売容器として

再生する取り組みもある。

そして、伝統的士器づくりから現代的土器づくりの

４－３俸渤の信仰と供献用器種

俸勅は、西南タイ諸語民族と同じように、祖先や守

護霊､精霊等の日常的な祭祀を執り行ってきた｡また、

水攝衣と称されるとおり、水田稲作を生業とし、雨季

の始まりから終わりにかけて、さまざまな農耕儀礼を

折々で行ってきた。さらに、１４世紀以降、“シプソンパ

ンナ"では、上座部仏教（小乗仏教）を受容し、各曼で

寺院が置かれた｡寺院及び僧が必要とする仏具や供物、

喜捨に応えるための容器等が供献されるようになった

（写真５９．６０）。

そのため、１年を通じて、それぞれの祭事・祭礼に

対応した供献用器種が製作され、伝統的土器づくりが

これを賄ってきた。未だ、俸渤の村までは、供献用器

種の比較的安定した受容があるという。景供市、釛脂

県では、曼斗村の王さんが、唯一の供給源となってい

るが、製陶工場が肩代わりを始めている。曼閣村の王

さんの製陶工場では、水甕や供献用器種を数千個単位

で生産し、販売している。今後の伝統的土器づくりの

行方を見定めるためにも、こうした製陶工場の動向に

も目配せする必要がある。

また、鍋や炊飯（湯沸し）鍋という什器用土器の減

産が余儀なくされ、供献用器種の生産に軸足を置き換

えることで、伝統的土器づくりを継続してきた。しか

しながら、供献用土器の需要がこのまま維持されると

は限らない。俸勅は、上座部仏教に対する厚い信仰が

あるものの、文化大革命では、寺院が破却され、精霊

祭祀も迷信と断ぜられた経緯がある。こうした行き過

ぎた宗教政策は是正され、宗教的施設も復興されたも
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移行である。現代化された生活様式で必要とされる新

器種を開発し、新たな土器の需要を掘り起こすことで

ある。曼閣村の製陶工場では、復興させた貢献用器種

の構成に香炉及び台付香炉を加えることで、商品構成

を充実させている（写真63）。また、エスニツクな観光

物産として、普洞茶を演出するため、小売用茶容を生

産している（写真64）。さらに、「竹の子の漬物や小魚

の塩辛に使われる漢族の壷は、俸族の素焼き土器とは

異なる。釉薬がかかり、口のふちに水を溜めて密閉で

きる専用の壷である。現在の西双版納の壺類でどの民

族にも普遍的なのは、この壷かもしれない。」（印南

1994）とあるとおり、漬物壷が大量生産されている（写

真65）。各村秦や景供市及び動遮鎮の市場でも、この

漬物壷を見出すことができる（写真66)。昆明市の侯さ

ん宅を訪問した際も自家製の漬物が積け込んであった。

また、曼閣村の製陶工場では、瓦生産も行っていた。

瓦職人と同じ型板成形であり（写真67)、俸渤の住宅(写

真68）や寺院（写真69.70）の瓦の需要も射程に入れて

いることは明らかである。

このように､士器の材質的な優位性を活かしながら、

市場における成長可能`性が見込める植木鉢や漬込壷、

そして、瓦の販路拡大、そして、販売促進を図ろうと

している。こうした状況は、伝統的器種が減産を余儀

なくされる中、伝統的土器づくりから脱却し、大量生

産、大量消費を前提とする現代的土器づくりへの適応

が目論まれた結果である。

している。しかしながら、動海県の農村部でさえも、

伝統的器種の需要が激減し、８月以降の製作機会の目

処が立たない状況にある。需要の最小化にあわせて、

士器づくり職人が自然消滅する恐れが出てきている。

一方、曼斗村では、景洪市の近郊農村であるため、

異職種従事が加速することで、土器づくりの廃業が相

次いでいる。結果として、王さんは、景洪市及び釛膳

県の唯一の職人となってしまったが、顧客をほぼ独占

することにもなった。また、王さんは、大口顧客の要

望に応えて、伝統的器種を転用し、俸渤の仏教的価値

観や宗教的↓慣行を尊重しながら、玉さん自身が供献用

器種に依存することで、生業としての土器づくりを維

持してきた。しかしながら、頑なに伝統的器種を生産

しながらも、徐々に土器づくり技術が変容している。

水窺や供献用器種が生産主体となることで、粘土に対

する砂の混和を行わなくなった。調理等で火にかけら

れる鍋や炊飯（湯沸し）鍋という什器用器種を生産し

なくなったからである。これも低コスト化、省力化に

むかう自然な変容といえる。また、時間をかけて焼き

締められるようになり、一緒に焼成される供献用器種

も同様の焼き上がりとなっている。

曼閣村の岩さんと王さんは、社会主義化、そして、

現代化を乗り越えて､土器づくりの家業を守り抜いた。

昇炎式窯を導入し、家内制（工房）から工場制という

業態の劇的な転換を実現している。現代的土器づくり

に対する先見性を備えていたようである。そのため、

曼閣村の士器づくり技術は、最早、伝統的ではない。

製陶工場では、電動轆轤を採用し、回転台を使用した

粘土紐巻き上げ技法から轆轤水挽き技法に変更されて

いる。また、熟練した陶工を確保することで、同一規

格の成形体を大量生産することが可能となった。そし

て、昇炎式窯、登窯を導入することで、焼成単位の大

口化を実現し、野焼きから窯焼きの転換を果たした。

このように、現代的土器づくりの移行に伴って、さ

まざまな伝統的土器づくり技術が放棄された｡ただし、

水巍や供献用器種の供給においては、払拭し切れない

伝統性も残置されている。とくに、水甕は、俸勧の伝

統的な器形や文様を挽き摺っており、曼閣村の製陶工

場では、漢族陶工が轆轤水挽き成形した成形体に対し

て、王さんが伝統的な文様と叩き目を付けている。叩

きは、文様を付加するだけであり、叩き板も小さくな

って、本来の二次成形技術ではなくなっている。

こうした現代的土器づくりに対して、曼斗村の玉さ

んは、やや距離を置いている。玉さんは、1996年、「ジ

ャパンエキスポ佐賀`96世界･炎の博覧会｣において、

俸勧の伝統的士器づくりを実演するため、来日したこ

とがある。その報酬や見返りではないが、日本から士

練機をはじめとする各種機械が送られたことがある。

４－５伝統的土器づくり技術の現代化

動渤王宮における土器づくりでは、男性が塑像、女

性が塑像以外のすべての器種を製作するという絶対的

な性差別分業があった。しかしながら、“シプソンパン

ナ"の解体後、曼閣村の岩さんのように、貢献用器種が

不要化されることで、分業を越えることが禁忌的事項

に当たらなくなった。また、俸渤の村秦では、曼斗村

の王さんの祖父、曼礼村の玉哺吹さんのように、男`性

であっても、供献用器種や什器用器種を製作していた

のかも知れない。

また、伝統的土器づくりは、漢族をはじめとする西

双版納俸族自治州の新しい住人、漢族化された少数民

族出身者に向けて、現代化された生活様式に適合した

現代的器種を供給することで、現代的士器づくりとし

て、息を吹き返しつつある。しかしながら、伝統的士

器づくり職人の行方は、分岐点に立たされている。１

つは、現代的土器づくりに適応できない職人が淘汰さ

れることである。もう１つは、現代的土器づくりに最

適化することで、俸勒の伝統的土器づくり技術を放

棄・忘却してしまうことである。

曼札村の玉さんは、これまでの生産様式をほぼ踏襲
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写真４５副食を中心とする食事様式［孟海絞］写又４９西双版納泰族自治州最大の市場［孟遮鋏］写又５４玉章風さんのゴム林(製陶工場に後背）［曼閣村］
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写文４６借家人の厨房（中華鍋,アルミ鍋等）［曼斗村］写真５０店舗で電気窯が販売されている様子［孟遮銃］写文５５王児蘭さん宅２階のテラスの水麹［曼朗村］

写又５１玉さん宅の編米［曼朗村］ 写真５６西双版納民族風情園(公園型観光施設）［景洪市］

写又４７玉章さん宅の厨房(中華鍋とアルミ甑）［曼札村］

写文５２孟海鎖から曼札村にかけてのトウモロコシ畑写文５７西双版納泰族園の廿薦圧搾機とガイド[曼李村］

写真４８孟海鎖から曼札村にかけての田地（３期作）写真５３孟海鎖から曼孔村にかけての茶畑 写真５８「椿香園」の歌舞団［昆明市］
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写又５９曼賀佛寺のパゴダと狛犬と托鉢［曼賀村］写真６４玉章風さんの新機種の小売用茶容［曼閣村］ 写真６９塁賀佛寺の飾陶瓦［曼賀村］
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写真６０曼賀佛寺で使用されている台付灯皿［曼賀村］写真６５玉車田さんの新器種の漬物壷（蓋）［曼閣村］ 写真７０曼賀佛寺の飾陶瓦［曼賀村］

写又６１雲南省の少数民像衣装［昆明市］写瓦６６允景撰集賀市場の店舗にある漬物壷［景洪市］ 写文７１玉孟さんの工房［曼斗村］

写真６２孟勝路の普洞茶小売店の曼朗村産鍋［景洪市］写真６７奉勅の寺院建築で使用する陶瓦［曼閣村］

iFfiilKiIiji脅霧聯JRI 

写真７２「民族民間工芸伝承人」の称号をもつ岩牢瀕さん

［曼閣村］写真６３玉章風さんの新機種の台付香炉［曼閣村］ 写真６８泰渤の住宅の屋根［曼札村］
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が家計の中心になる必要がなかった。また、俸渤をは

じめとする少数民族は、一人子政策による出産制限が

ないにもかかわらず、土器づくりの後継者が不在であ

ることも、同じような経済的余裕に原因している。彼

らの子息に共通することは、土器づくり職人以外の将

来を望んでいることである。また、少数民族出身者の

優遇措置もあり、異職種における登用が比較的容易に

なっている。伝統的土器づくりが存続した理由と土器

づくりの後継者が不在である理由が同じ経済的事情に

依拠していることは皮肉ともいえる。

伝統的土器づくりの継続`性や後継者問題については、

景洪市周辺と動海県では、大きく事情が異なる。景拱

市では、民族工芸品としてあるいは、新しい生活様式

に合わせた現代的器種を創出することで、土器づくり

が継続されるであろう。ただし、土器づくり技術その

ものは大きく変容し、現代的土器づくりとして存続す

ることになりそうである。

一方、釛海県では、景洪市に追従するかたちで、都

市計画及び生活様式の漢族化、ないしは、現代化が進

行している。これに伴って、生活基盤が整備され、什

器用器種の代替と不要化がはじまっており、伝統的土

器づくりの消滅が差し迫っている状況にある。

こうした少数民族の伝統文化の現状を憂慮して、中

国政府、とくに、雲南省政府は、西双版納俸族自治州

をはじめとする民族自治州および民族自治区を対象と

して、保護政策や具体的施策を拡充している。曼斗村

では、王さんを訪問した前日まで、俸鋤の伝統的土器

づくりのドキュメンタリー番組を制作するため、中国

中央電子台（CCTV）が５日間取材に来ていた。観光資

源としての伝統的な少数民族の文化には、熱い眼差し

が注がれているようである。

雲南省政府は、1997年及び2001年、工芸美術、歌、

舞､采芸人を調査し､認定した。またぐ雲南省文化庁、

省民委員会は、１５前後の芸人分別を設けて、雲南省民

族民間高級美術師、雲南省民族民間美術師等の称号や

格付けを与えた。2003年から2005年にかけては、民族

民間の音楽、舞踊、美術、曲芸、伝統工芸、伝統習俗

を指定し、これにかかる伝統文化保存区及び伝統文化

伝承人100名を指定した。土器づくり技術については、

新石器時代から受け継がれた原始制陶技術と位置付け、

曼閣村の岩さんと曼斗村の王さんは、わずか19名の民

族民間工芸伝承人に指定されている（写真72）。

しかしながら、これを固辞して伝統的土器づくりに執

着することを選択した。曼閣村とは対照的な判断であ

る。その理由としては、機械を使うことで、製品が画

一的になることや燃料消費や焼成破損も少ないという

伝統的土器づくりの優位性を指摘していた。ただし、

実際上、玉さん宅の敷地では、こうした各種機材を設

置する場所がない（写真71）。また、泥窯と違って、窯

の大きさにあわせて、成形体を量産しなければならな

くなる。玉さんの受注量に対して、現代的土器づくり

の量的優位性を活かせないと判断したのであろう

４－６伝統的土器づくりの伝承と政府の保護政策

中華人民共和国成立後、文化大革命や開放政策を経

験することで、ますます俸勅の生活が変容し、士器づ

くりの環境や条件も激変した。1973年、承包制によっ

て、割り当てられた土地の生産責任を負う代わり、土

地利用を自由裁量できるようになった｡これによって、

土器づくりを停止し､農業に転換した者も少なくない。

また、曼閣村及び曼斗村の事例のとおり、都市計画に

よって、一旦割り当てられた水田を放棄させられ、土

器づくりの基盤を失うことで、廃業した職人も少なく

ない。粘土をはじめとする原材料は、水田経営と切り

離せない部分が大きい。曼閣村の製陶工場は勿論、曼

斗村の王さんも、粘土等の原材料を購入している。近

年、薪の伐採制限等で、原材料費も高騰をはじめてい

る。また、水田経営や土器づくりから手を引いて、労

働単価がより芳しい異職種従事する者も激増している。

後継者が輩出され難い理由がここにもある。

また、曼斗村の玉さんによれば、俸渤の土器づくり

職人は、それぞれの技術を伝承することについて、あ

まり積極的でないらしい。これは、他人に対しては勿

論、土器づくりをはじめようとする血縁者に対しても

同様であるという。そのため、王さんは、傍らで祖父

を見真似ることで､土器づくり技術を習得した｡また、

ある人に土器づくり技術に関する教示を乞うたところ、

戒められたという話を聞かされた。職人が減少した原

因の一つとして、こうした事情があることを吐露して

いた。一方、曼孔村の王さんは、他人から技術伝承し

ている。関係の詳細は不明であるが、曼閣村の玉さん

の祖母と曼斗村の王さんのような雇用関係にあったの

かも知れない。

また、４つの土器づくり世帯は、各村秦の高所得者

層に位置付けられる。このうち、曼閣村を除く土器づ

くり世帯は、逼迫した家計でないことが、伝統的土器

づくりから現代的土器づくりに脱却しなかった最大の

理由であろう。男`性の世帯主が中心となる家業や職業

をもつことで、女`性の配偶者が家事や家業の合間を縫

って、土器づくりを継続できた。つまり、土器づくり

５おわりに～伝統的土器づくりの行方～

今回、西双版納俸族自治州において、中国の著しい

現代化を目の当たりにするとともに、俸渤の伝統的土

器づくりの変容を確認することができた。わずか４つ

の村塞であるが、現地調査を敢行したところ、生産様
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式や技術的な伝統`性も喪失されつつあり、すでに、土

器づくり職人そのものが淘汰されていた。伝統的土器

づくりが存亡の危機に直面していること痛切に感じる

ことができた。伝統的土器づくりを存続させるために

は、最低限の生産を持続させなければならないが、金

属製鍋及び電気釜が本格普及したことで､鍋､炊飯(湯

沸し）鍋の需要を見込むことができなくなっている。

やはり、政府の積極的な関与なくしては、伝統的士器

づくりは消滅を避け切れない状況にある。

一方、曼閣村の製陶工場では、王さんの世帯生業の

中心が土器づくりであることから､その存亡を賭けて、

斬新な取り組みが行われていた。伝統的器種の需要が

下げ止まらないのであれば、伝統的器種を用途変更す

るしかない。顧客の生活事I情の在り方を見据えること

で、需要の底上げを図っている。また、伝統的器種の

生産ラインを縮小し、現代的生活様式に適合した現代

的器種を投入することで、新たな需要を掘り起こして

いる。植木鉢、漬物壷、茶容等の商品価値の高い新器

種を打ち出すことで、大量生産・大量消費の現代的士

器づくりに最適化することができたのである。

今後、現代中国で生き残るためには、生産様式や技

術的内容も含めて、伝統的土器づくりから脱却し、現

代的土器づくりへの転換を果たさなければならない。

いずれにしても、伝統的土器づくりの急激すぎる変容

に歯止めを掛けることはできそうにもない。
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InourrecentstudywewitnessedthemodernizationofChinesecultureandconfirmedthe 

transfbrmationofnliistraditionalearthenwaremaking・Ｉｎａｆｉｅｌｄｓｔｕｄｙｗｅｆｂｕｎｄｔｈａｔｔｈｅｉｒ
ｍodeofproduction,andtraditionalityoftechmqueshavebeenlost,andthatevencraftsmenare 

beingunderselection．Survivalofthetraditionalearthenwarema]King，evensustainnlentof 

mimmumdemand,hasbecomeimpossible,duetopopularizationofmetalcookingpansandelec‐ 
tricrice-cookers、Extinctionoftraditionalearthenwaremakingisbecomingunavoidableunless
thegovernment1sactiveprotectivepolicy6 

MeanwhUeinmodernisticpotterymanufacturingfactories,theywerequickindepartingfiPom 
thetraditionalproductionofearthenware,broughttothemarketnlodernmodelｓｔｈａｔｍｅｅｔｍｏｄ‐ 

ernlifbstyle,stimulatingnewdemand、Ｎｅwarticleswithhighmarketablity)suchflowerpots，
picklepotsorteacontainersaremostsuitabletomassproductionandmassconsumptionand 
helpingthetransferencefiPomtraditionaltomodernearthenwaremanufacturing， 

Itseemsnotlikelythistoorapidtransfbrmationcanbeheldbackanymore． 


